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は　じ　め　に

本報告は,さきに本紀要第27巻(1976-3)に発表した｢日向新興教育研究会と全協･日本一般使

用人組合教育労働部南九州支部について｣の調査報告の続報である｡前報告以降この運動に関する

新しい資料1)に接しその運動の実態をか覆り明らかにすることができたので,あらためて運動の生

成,展開の事実経過とその活動内容を中心にまとめて報告する｡時系列にそって叙述する関係上,

前報告で既に述べた事柄と若干重複することは避けられ夜いが繭報告で紹介した資料や事柄の内容

についてはできるだけ重複しないように省略した｡そのため事実経過のなかで当然詳しく説明すべ

き事柄でも捕報告で紹介したものについては記述が省略されたり,その事実の客観的を意義にくら

* 1976年11月6日受理

1)今回の調査報告で主に検討したのはこの事件関係者の警察調害である｡それば中村圭吾氏所蔵の｢宮崎県下

二於ケル思想事件関係者聴取書.で氏の御厚意で披見することができた｡ここに謝意を表したい.この資
料について若干解説して,この調査報告の記述内容についての予備的を判断材料としたい.この調書は,

この事件に関連して取調べをうけた被疑者14名,関係者27名,計41名の警察での聴取書の綴りである｡事

件関係の一括書類として目録つきの謄写刷のものであり,その目録に記載されてある聴取書はすべて揃っ
●   ●

ている.しかしこれが事件関係者全員の調査綴りとは思われないO一例をあげれば,この事件で最初の段

階で検挙された組織のメンバー永井登美の調書がこれには含まれていない,またこれもメンバーである宮

崎百太郎の調書はこれだけが警察のものではなく検事局のものである,夜どの問題があるからである｡そ

のような点はあるが,ともかく取調べをうけた関係者のほほ全員の調書である点で,この運動についての

重要な資料である.調書に記載されている供述内容は各人によって随分くいちがっている点が多い｡従っ

てそれらの相互にくいちがう供述のどれを採るべきかは重大を問題である.本来をらばそれらの記述を整

理･対照してそのいずれを採用するか論拠を示すべきであろうが,紙幅の関係でその手続をすべて省略し,

筆者の判断の結論のみを示した｡参考までに付言すると,共通した供述が真であるとは単純に云え覆いの

がこの種の資料の根本的を問題点である｡治安維持法体制の下で特高警察が治維法違反に追い込むペく筋

番をつくりそれに適合するように｢供述.を強制しているので,その強制が明白に読みとれるようを｢同

一｣の供述内容にぶつかることが多いのである.また｢供述していをい.ということと｢そのような事実

が存在していをかった.ということを見わけることもはなはだ困難である.本報告も当然この調査に記述

されている範囲で事実経過をまとめざるを得なかったので,重要を事実が脱落している可能性はあるo　そ

の点,この報告がこの運動の概要として記しているのは,あくまで｢知り得た限りで,ほぼ確かと思われ

る部分｣の報告にとどまるものであることも念のためつけ加える0
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ベて簡単を記述に終ってしまうということも生じていることをあらかじめかことわりしてお､きたい｡

また紙幅の制約で,明らかに覆っている問題でこの報告に書ききれをかった事柄も多い｡そのこと

とも関連しているのであるが,事実経過を主とする報告といいをがら本文の記述には｢ようセあ

る｣という推測部分が多いことについてふれておきたい｡この推測部分の多くは,事実の相互のつ

をがりや因果関係･意味づけ夜どの解釈の部分であって,事実の存否･記述された事実内容を推測

して書いているものではない｡関係者の供述などの資料をそのまま示しをがら事実経過を究明する

という方法がとれなかったために,その推測がどこまで及ぶのかが表現上若干不明瞭になったが,

事実的部分にはそれに附合する関係者の供述(それが正しいかどうかは別として)が存在し,それ

にもとづいて記述されている｡

この戦前運動について調査する趣旨に若干ふれておきたい｡この運動が行なわれた時代からすで

に半世紀になろうとし,この戦争とファシズムの時代･治安維持法体制の時代を知らない人々が大

多数と覆っているが,当時の時代の真実はか覆らずLも十分に明らかにされてはいない｡今日知ら

れている事柄にもあの時代を支配していた政治的を作為と偏見によって歪められたまま,あたかも

それが｢事実｣であるかのように定着しているものが多い｡ところで今日我々が歴史的事実として

うけとめている事柄は,無数の事実から一定の観点で選択し評価し意味を与えた事柄であるが,そ

の選択･評価,意味づけは選ばれなかった無数の事実を全く無視したのではなくそれとの対比や結

びつきの夜かで行なわれたものである｡したがって今日われわれがこの過去の事実について再検討

しようとするには,その対象それ自体はもちろんであるがそれがその中から選択されたであろう他

の多くの事実をも含めて行なわれをければなら覆いだろう｡そのために,まず関係事実-その多

くは埋もれたまま失覆われようとしている-を掘りかこし記録にとどめておくことが必要であろ

う｡

この過去の運動の事実の掘りかこしと記録という仕事の内容を,その活動や組織運動の成果とし

て特筆すべきものやその理論･思想において注目に値する内容をもっているものにとどめてはなら

ないと考える｡特筆すべきほどで覆い平凡をありふれた活動であってもそれが運動の実質を構成し

ているものであるかぎりできるだけ具体的に記録されることが大切だと考える｡それは運動はそ

のようをとりたてて評価するにあたらないようを平凡で日常的な活動の集積に支えられきずかれて

いるからである｡運動が発展するか衰滅するかはそのような平凡で日常的を活動が保持されるか否

かにかかっているとさえ云いうるのである｡ (たとえば,人々が集まり,話しあい,連絡をとりあ

うという活動である)これはとくにこの治安維持法の時代の内実,その時代の運動の理解のために

は大切である｡本文にみられるように,この都城の運動は科学的社会主義の思想に学んで科学的を

ものの見方で社会と教育について考えるようになった教師たちを中心とする,反戦i開口と科学的真

実を追求する教育の研究と実践の努力であり,そのための仲間づくりの活動であり,当時の閉ざさ

れた文化状況においてひろく知的文化的欲求を育て発展させる文化運動であった｡そのどの活動を

とりあげても,かの希代の悪法といわれる治安維持法によっても犯罪と覆しえない(この事件で治
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推法違反による起訴は皆無である)ものであった｡それにもかかわらずこの運動は特高警察によっ

て弾圧され, 40数名の多数の教師や市民が検挙あるいは取調べをうけ,職を追われ社会的に圧迫さ

れた｡治安維持法体制とは,治維法に法的に違反していなくても権力の欲するままに人民を弾圧で

きるという体制をのである｡そして権力が抑圧しようとしたのは,治推法が法の明文において示し

た共産主義運動だけではをく,人民の自主的を運動すべてであった｡それは一見ささやかを,とる

にたらぬようにみえる運動のなかにも,やがて大河となって戦争とファシズムの体制をうちやぶる

力に発展する芽が含まれているからである｡この点において事態の発展可能性にたいする権力の認

識は｢正確｣であったということができる｡この都城の運動-それはわずかに8ケ月の期間にす

ぎをかった-においても,その発展可能性は明らかに成長していたのである｡

1. ｢日南新興教育研究会.2)の結成まで

この運動は,都城市とその周辺の小学教員を中心とする社会主義運動であるが,それは中央大学

生津曲武治･都城市大王小学校訓導山元都星雄･北諸県郡中郷村梅北小学校訓導横山巌･同郡沖水

村祝書小学校代用教員小山光の4名によってつくられた研究会からはじまった｡

津曲武治は,本籍･沖水村大字郡元,明治41年生,資産見積り1万円という地方では中位以上の

家の三男であった｡祝書中･都城中学を経て中央大学に入学,当時3)法学部二年｡東京に出てから

現社会制度の矛盾を感じ,社会科学研究に関心をよせるように覆り,昭和5年11月頃大学の社会科

学研究会に入会して活動, 6年4月末頃日本共産青年同盟(共育)に加盟したという｡共青では

｢無産青年｣の配布や読者拡大, ｢戦旗｣の発送などの活動をし,また都城地方に社会主義運動を組

織しその連絡指導にあたる任務をもっていたようである｡彼は6年6月頃健康を薯し療養のため帰

郷し, 7月中旬再び上京し運動に復帰するが,この間都城に運動の芽をつくるため知人友人と連絡

をとり働きかけた｡郷里の友人山下清彦･中原重娼4) ･黒木フジ5) ･津曲桃子6)などを通じて農村

青年や製糸女工の組織化をはかり,横山を通じて教員の組織化をめざした｡津曲が横山との接触を

計ったのは, 4-5年頃の夏休みに母校の祝昔小に遊びに行き,当時同校の教員であった横山と親

しくなり,横山が社会主義的思想を持っていることを知っていたからである.この津曲と横山との

結びつきがこの運動の直接の端初であった｡横山から運動の同志と怒る可能性のある人物として小

山や山元の名前がでて,津曲は早速これらの人々を訪ね,その考え方を確かめて,運動をよびかけ

ていった｡

●   ●                                                                                                                  ●   ●

2)前報告では山元証言により｢日向新興教育研究会.としたが,その後の調査の結論として｢日南.に改め
た｡

3)ここで当時というのは,検挙･取調べの時,す夜わち昭和7年3月21日～のことであるO年齢なども聴取

書を資料としているので,昭和7年時点でかぞえている.

4)本報告では触れることができなかったが農民運動と津曲との接点に位置する人物,当時21才,農業｡

5)都城の製糸女工の組織化において津曲に協力した女性･当時24才,製糸工場数婦.

6)都城の製糸女工の組織化において津曲に協力した女性,武治の家とは親族同様に交際していた｡当時20才,

製糸工場セレプレン係工｡
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横山　厳は,本籍･宮崎郡清武村大字今泉,明治38年生,当時28才でこの運動の主要メンバーの

最年長者である｡資産見積り2-3万円という田地･畑･山林を所有する上層農家の長男で戸主で

あった｡清武村大久保小･宮崎中学卒業, 14日間母校大久保小で代用教員をしたのち慶応大学法科

に入学したが昭和2年6月退学, 9月より再び大久保小で代用教員をし, 12月検定で訓導と覆る｡

3年9月浦ノ名小に転任, 4年4月祝言小に転任, 6年4月梅北小に転任した｡祝書中時代に津曲

と知り合い,また同校代用教員の小山と親しくなった｡彼は中学時代から文学を好み,昭和2年大

久保小時代には同人7-8人と詩の月刊同人誌｢青銅｣を, 5年頃祝吉校時代には文芸同人誌｢班

措｣を発行し,また地元新聞などに創作･評論をどを投稿している｡この班措同人には小山や詩の

批評をどで知り合った宮崎高女卒の緒方干世(宮崎第三小訓導)やその友人数名がいた｡彼はこの

頃からプロレタリア文学運動に参加することを考えていたもようである｡当時｢第二貧乏物語｣を

はじめマルクス経済学やプレハ-ノフ｢史的一元論｣ r~階級社会の芸術｣やマックス･アドラJ刊学

級教育論｣をど社会主義関係の学習をかなりすすめており, ｢新興教育｣も6年2月頃東京の友人か

ら送られ読んでいる｡こうして6年4月頃には経済闘争と階級教育の実践をする教員組合の組織が

必要であると考えるようになり,各地の知り合いの教員に働きかけはじめていた｡たとえば6年4

月頃,緒方に自分の思想的確信を述べた手紙を書き, 6月頃には西諸県郡野尻公民学校の大野初行

に農業恐慌についての切抜きを送って働きかけていた｡

小山　光は,本籍･東諸県郡木脇村大字木脇,明治40年生,出生地は西臼杵郡高千穂町である｡

父は宮崎師範卒で小学校長･児視学･郡長をどを勤めた後,朝鮮総督府に出向し学務課長等を勤め

たが,光が4才のとき朝鮮で病死した｡その以後郷里に引揚げたが母が女手で一家を支えることに

なり経済的には苦しい生沼で,宮崎中学に進学できたのは養子に行った三見山下剛(高鍋中学教

諭)の学資援助のお､かげであった｡中学卒業後宮崎県庁雇員になったが中学時代からの神経衰弱が

嵩じて2年で辞職, 14印ujF己のもとで療養し　3i¥i4月から祝青小の代用教員になった｡彼は幼少

の頃から不遇であったので社会の矛盾を強く感じていたが当初はその救いを人道主義的を平等思想

に求め,賀川豊彦やガンジーを崇拝していた｡しかし藤村の｢破戒｣に差別の深刻さと社会的問題

性に眼覚め,プロ文学で社会の階級性に眼を開くようになり,横山に社会主義思想を説かれ,その

思想的変革をとげるのである｡こうして当時はプロ文学の理論や｢ヤルクス主義と教育問題｣ ｢教

育戦線｣など,社会主義文献の学習をすすめていた｡

山元都星雄は,本籍･都城下山吊酎町,明治41年生で,その経歴･思想変革の経緯は前報で詳しく

紹介したので省略するIll元もこの頃にはマルクス主義の立場に立って実践Lをければならぬこと

をはっきりと決意していた7)0

このように横山･小IJJ　山元はそ才Lぞれにマルクス主義の学習を深め実践の道を模索していたか

ら,棒曲の呼びかけに直ちに賛同し組織結成にふみきったのであった｡

7)たとえばこの決意をうかがわせる前報70-71ページの｢~嘆きの塑像.の執筆時期は昭和6年2月～4月で

ある｡
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7月初旬,某日午後2時頃,都城市東町油屋通り5丁目の山元宅で四人の最初の顔合わせの会合

が行覆われた｡津曲は自分の社研の活動経験をまじえて組織活動の基本について説き,集団的な学

習･研究のなかでこそ理論･思想の建設もできるし実践も発展すると研究会をつくることを提案し

た｡そして共同のテキストに何を使うかの相談で, ｢プロレタリア科学｣｢新興教育｣ (以下｢プロ科｣

｢新教｣と略す) ｢`観念工場｣をどの名があがったがきまらず,次回に研究会の正式の結成会議をひ

らき活動の方針を議論するなかできめることになった｡

この経緯からうかがわれるように,研究会の基本的性格や組織の発展方向はあいまいであった｡

当時各地で階級的教育労働者の運動が組織されているが大抵は新興教育研究所の運動に結集するこ

とを自覚して｢新教｣支局の組織化としてすすめられたり,全国的な教育労働者組合運動に結びつ

くことを展望Lをがらまず地方独白の教育労働者組合を建設するというように,はっきりとした運

動論･組織論をもって行われていた｡すでに当時はそれだけの運動･実践の蓄積があり,運動の組

織者(オルグ)はその点で目的意識がはっきりしているのが普通であった｡この点において津曲の

目的意識樫は不明確であったように思われる｡津曲には共育組織の建設の意図があったとも云われ

るが,これも確かでないし,その後の運動の発展とも一致していない｡テキストとして｢プロ科｣

｢新教｣が話題にのぼったというが,これらはそれぞれ運動体の機関誌であるにもかかわらず,こ

の新しく生まれた研究会がめざす運動の発展方向との関係で検討されている形跡は覆いのであるO

それらの雑誌は単なるマルクス三p.義的な理論･啓蒙雑誌としてとらえられているようである8)0
I

r観念工場｣を提案したのは津Ithであったというが,それは教師中心の組織だから,教育関係の左

翼的評論誌として出してみたのだという｡しかし｢観念工場｣については｢新教｣ 6月号に｢『観

念工場』を粉砕せよ! -雑誌『新興教育』は教育労働者の唯一の階級的･大衆雑誌であらねばな

らぬ-｣という批判論文がのり,関係者の除名問題さ-出ていたのである｡この批判は今日から

みて多少問題があるとはいえ,津曲がこれを知りをがら提案したとは思えをい｡これらの流れから

推察できるのは,津曲には階級的教育運動あるいは教育労働運動として発展させるという明確夜目

的意識はなく,社会主義的意識分子をとにかく結集することがこの時点での課題であり,それがど

のようを運動に発展するかは組織のメンバーにゆだねられていたのであろう｡こうしてこの運動は

その実践のつみかさねのなかで自力でその運動の展望をきりひらき発展していくことに覆るのであ

る｡

2.研究会の結成と組織確立の活動

7月12日(冒)昼から約3時間,都城市松元町旭通りの菓子屋二葉屋二階に津曲ら4名が集まり

｢日南新興教育研究会｣ (以下｢会｣と略す)の正式の結成会議を行なった｡山元らはそれぞれの学

8)この点は,この組織が｢プロ科.支局を設置したときもそうである｡この運動のいわば｢自生的.とでも

云いうるようを特徴,自分たちの実践のなかでその運動の方向を模索し夜がら成長･発展していったこと

とも関係している｡
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校･職場の状況を報告,今日の教育制度の欠陥を指摘･批判し,それを階級的立場からいかにとり

あげ,どう闘っていくべきか,その方向･方法について話しあった｡津曲はマルクス主義の思想問

題について述べ,理論と実践との関係について論じた｡会の名称を定め,その活動について,月2

回日曜か土曜の夜定例研究会を行なう,そこで学習を深めるとともに実践の方向を出す,同志の獲

得に努めそのためメンバーがそれぞれ同僚との会合をもつ,その武器として機関誌を発行すること

をどをきめた｡

横山らは文芸同人誌を発行した経験はあるが運動の組織者としての機関誌のイメージははっきり

せず,どんな機関誌をつくるか議論された｡津曲の助言もあり,各自の研究したことや時事問題の

解説,請,漫画,教員に関する事柄など,バライエテ一に富んだものを考え,具体的には研究会で

どんな記事をのせるか相談してきめることに覆った｡機関誌の題号は教員の左翼化をめざし教育の

階級的批判の意味をこめて｢赤いチョーク｣と名付けられた｡機関誌のつくり方は,会で各自が分

担する記事を決定し,それぞれが分担した項目を執筆しそれを一定部数各自で謄写印刷して持ちよ

り,それを綴りあわせて一冊とするというしかたをきめた｡テキストは｢新教｣にきまった｡それ

を各自バラバラに購入するのは危険だということで山元が本社から一括購入することになったが,

それは前述のように新興教育研究所と組織的に連絡することを必らずLも意味していない｡しかし

会名や機関誌の題号,テキストの選定,会議の議論内容にみられるように,会の運動を教員の階級

的自覚化と組織的結集,教育闘争の展開という二本柱ですすめる方向はすでにあらわれていた0

7月19日(口)午後4時から約3時間,都城市牟田町の日之出食堂二階で会が開かれた｡テキス

トの｢新教｣をまだ人手していをかったので山元が｢ナップ｣を持参し皆に回読し,次にもちよっ

た機関誌の原稿を批判検討しあった｡横山が｢創刊の辞｣を書いたが,その結論部分を津曲が補強

し,教員がマルクス主義の立場に立つべきことのアピールをより明確にした｡また各自の学校内の

出来事が報告されそれにいかに対応するかが議論され,同僚の意識傾向や同志獲得の見通しをどが

話しあわれた｡この日は会の組織体制も討議され,この研究会を中央研究会とし,メンバーの各学

校毎に班を置きそこで班研究会を組織するという方向をきめ,班の責任者は同志の獲得に努め班の

確立を当面の課題とすることになった｡班と責任者は次の通りである｡ ( )内はペンネームA一

大王校班一山元(島野雄二) B一梅北校班一横山(堂園) C一視書校班一小山(岸本広二)

最後に会の規約･テーゼの作成が問題になったが,これは次回までに成案を準備することとし,

次回の中央研究会を夏休みあけに行うこと, ＼休み中に同志の獲得に努めること,休み中の文書連絡

は危険だから行覆わないなどをきめて散会した｡津曲はこの会のあと再び上京した｡

｢赤いチョーク｣第1号は7月下旬に発行された｡部数は10数部ほどでメンバーが各自2-3部

と津曲9)に1部送った｡各自これを信頼できる同僚教師に読ませ研究会-の参加をよびかけること

9)津曲は7月中旬に再び上京し,その後の連絡は主として山下満彦があたった｡山下との連絡は小山がとっ

ていた｡
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にした｡この配布は夏休みに入る直前か直後に,市内西上町前田洋行前の東京軒食堂の二階に集ま

り各人に手渡された10)｡第1号の内容の概要は次の通りで執筆者名がペンネームの場合には( )

に本名を記しそのあとに内容の簡単を紹介をする｡

｢創刊の辞｣藤本勝.(横LLI) -現社会制度の欠陥を暴露し教育者が冷遇されている状況を指摘,

その原因を説きながら教育者の解放をかちとるためにはマルクス主義の立場からの研究と批判･実

践が必要でありまたそれ以外には根本的解決の道はありえをいことを論じた｡

｢尋常四年教材批判『胃とからだ｡11)｣楠本正男(小山)-冒(資本家)と手足(労働者)の対立

を｢世は相持ちだ｣ (労資協調)に解消するこの教材のねらいを暴露し,胃とからだは完全を有機

体で利害は完全に一致する,しかし資本家と労働者は利害の根本的に対立する階級であり,この引

例そのものに非科学的をサギが含まれていると鋭く指摘し,教師の科学的を教材批判の目と実践を

よぴかける｡

｢夏休みの講習会をボイコットせよ｣ (筆者不明)

｢童話　先生の話｣哲朗(山元)一戦争にかりだされた子をもつ母の悲しみを描く｡

｢童話　白髪染め12).哲郎(山元)-老労働者が老齢であることがわかると資本家に無慈悲に解雇

されるので,白髪を染めて年齢をかくして労働するという,労働者の悲惨を生活を描く｡

この機関誌第1号の内容が教育闘争の具体的な実践指針で構成されていることは注目に値する｡

それは当時の｢新教.の内容構成からみても先進的であるといいうるものである13)第一に,反戦

平和という当時の基本的課題を教育実践において具体的にどう展開するかに実践的にこたえようと

していること,第二は教育実践における闘いを単をるイデオロギー批判に終らせず,その教材を構

成する論理にまでふみこみ,それを教師白身が科学的に把握することを通して,科学的を認識をこ

どもに形成するという方向を含んでいたことである｡小山や山元の論文･創作にふくまれているこ

のようを観点はその後の実践でいよいよ明確に覆る｡

夏休み中,山元･小山･横山はそれぞれ同志獲得に積極的に活動し,山元は河野国夫･阿万超

二･種子田福盛を,小山は永井登美･野口マツエ･山下満彦を組織し,横山は小寺信利･野村キミ

10)　7月19日の会議場所が東京軒だという供述もあるが前後の関係から別の集まりであろうと本文のように

推定した｡

ll) ｢胃とからだ.の教材批判はこれ以前にもある｡たとえば｢教育新潮.昭和3年2月号に｢王無久.(田辺

清春)署名のものがある｡これとは批判のしかたがちがうので小山白身の独白を批判であろう｡

12)同題の童話が,新興童話作家聯盟の｢童話運動.昭和4年2月号に土方定一によって発表されている.

山元がこれを参考にしたかどうか不明であるが,そもそもの素材は当時の教科書に出てくる斉藤実盛の

話からとられているようである｡土方のものと山元のものとは山元の原文が不明をので比較しにくいが,

土方の方は｢白髪染. (染料)が語る擬人的な形式であり,山元の方はそれを使わざるを得をい老労働者

の生活を主題にしている点がちがう.

13) ｢新教.がこのようを教育闘争の具体的実践例や教材批判などをとりあげるのは昭和6年12月号からであ

るがそれはこの宮崎の｢赤いチョーク.の実践報告の紹介を含むものである.
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エ･浅草チハル夜どに積極的に働きかけた｡

河野国夫は,本籍･東臼杵郡北浦村大字宵之浦,明治44年生,旧姓は佐藤で生家は延岡町本小路

にあるが20才のとき河野家の養子となった｡養家は｢相当の資産をもっている｣といわれている｡

延岡中学校卒業後宮崎師範二部に入学, 5隼4月大王小に赴任した｡大王校での山元との交友関係

は前報に記したので略す｡山元の影響でプロ文学や｢第二貧乏物語｣などのマルクス主義文献も学

習, ｢ナップ｣をども購読していた｡ 6年4月から8月末まで短期現役で入営していたため｢会｣

の結成には参加し夜かったが,外出のとき山元宅に遊んだりしており事情は知っていた模様で除隊,

復職と同時に｢会｣に参加した｡

阿万起こは,本籍･児湯郡上穂北村大字南方,明治45年生,実家は資産というほどのものをもっ

ていない｡上穂北小から宮崎第一小を経て宮崎中学を卒業し宮崎師範二部に入学, 5年4月北諸県

郡安久小に赴任した｡中学時代に数回ストライキを行覆い,校長排斥ストでは一週間の停学に怒る

というなかなか活潜で批判心のある文学青年であった｡ 5年碁頃から｢第二貧乏物語｣などでマル

クス主義に関心をもちブハ-7)ンの史的唯物論なども学習しており,また｢新教.｣創刊号も都城市

の田中書店で購入し読んでいた｡阿万は河野と師範の同窓で親しく,プロ文学や社会主義思想の勉

強の夜かで河野から山元を紹介され, 6年1月頃から河野とともに山元を訪ね,プロ文学や現社会

批判などを論じることも度々であった｡そのような関係から山元は7月中旬に安久小に阿万をたづ

ね｢ナップJをすすめ, r~会｣-の入会を承諾させた｡その1-2週間後,山元からの連絡で横山

も阿万を訪ねている｡ ｢赤いチョーク｣ 1号は発行と同時に阿万に送られている｡なお阿万はこの

時,自分から｢新教｣を本社に申込んだ模様で, 7月25日には7月号が本社から直送され,読者番

号｢H32｣という連絡をうけているという｡

山元が阿万を訪ねたとき,安久小の同僚で阿万の友人である種子田福盛も同席し,山元の話に共

鳴した｡種子田も阿万と共に社会主義思想の研究をすることに賛成し入会した｡

種子田福盛は,本籍･北諸県郡高城村大字大井手,明治41年生,家に資産は覆い｡小学校高等科

卒業後,郡教育会の教員養成所を卒業し,大正13年4月山ノ口中に勤めた｡昭和3年4月山田小に

転じ, 4年10月から5年3月まで宮崎師範講習料に学び,再び山田小に復職, 5年10月より安久小

に勤めた｡彼は家庭的に不遇で教員になってからも師範卒で夜いため冷遇され14)社会の不平等･

14)当時の小学校教員は師範学校本科一部卒が正系とされた｡それは高等小学校二年修了で入学し原則とし

て5年間の全寮制教育を行なうことによって天皇制教育の忠実を担い手としての教師を育てたからであ
る｡大正末に中学校･高等女学校卒業を入学資格とする本科二部(修業年限1年または2年)が設けら

れ,一部と二部は給与上では差がなかったが,さまざまな面で一部卒が教育界の中核とされた｡従って
これ以外から小学教員に覆ったものは傍系とされ,給与や将来の処遇などでいちじるしい差別をうけた.

その一例として都城地方での昭和6年5月現在の給与を学歴･年令との対比で示してみよう.
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矛盾を痛感し, 3年頃から｢戦旗｣ ｢文芸戦線｣をどプロ文学を通してマルクス主義に接近してい

た｡山元とは教員養成所で同窓であったという15)｡

永井登美の経歴については不明である｡当時21--2才で祝書中の教員で,この運動に参加した女

教師のをかでは一番活動的で積極的に組織拡大に努力した｡彼女の姉永井イトも大王小の代用教員

であり,姉にも働きかけている｡

野口マツエは,本籍･北諸県郡沖水村大字郡元,当時25才｡祝音小･都城高等女学校を卒業後,

郡立教員養成所に入り,大正15年4月祝書中に赴任｡非常に真面目で同僚で一人として野口を悪く

云う者はいないという信頼の厚い教師であった｡

永井も野口も6年のはじめ頃から,社会主義的を考え方に触れていた模様で｢女人芸術. 16)など

を購読している｡ 5月頃,祝言校の国語研究会で師範附属の青田訓導の講演に刺戟され社会科学の

研究をするようになったという17)｡この頃,永井と野口は社会の矛盾について話しあい,小山から

｢第二貧乏物語｣やマルクス主義文献の解説を聞いたり,社会制度の欠陥を説かれたりして,急速に新

しい物のみかたをつかみとっていくのである｡ ｢赤いチョーク｣や小山の話を聞いた野口は,今ま

で自分が教えられてきたことと正反対の話を聞き,その新しい見方でみた世界こそが真実であると

いう新鮮を驚きと眼の前がさっとひらけて本当のものが見えだした喜びを感じたという｡今まで貧

しい児童が手芸品や学用品も持たず十分な勉強もできないで困っている姿をみて,時々自分のお金

で夜にほどかの補ないをしてきたが,到底意の如くできず悩んできた.経済不況でそのようを貧困児

童がますますふえている,農村の非常を困窮,そして教員や役場吏員の俸給不払い,これら一連の

問題を新しい眼でみ,考えるように覆った｡そのなかで彼女は,富の平等が必要であり今日の社会

制度に根本問題があり,それを改めなければ怒ら覆いと考えるように覆り,小山や永井らと勉強し

ていくことがその解決の道をつかみ自分の悩みを根本的に解決することに覆ると考えるのであった.

3.闘争課題の明確化と実践の展開

9月上旬(6日(日)か?)午後,市外の母智丘神社境内で休みあけの最初の研究会が行なわれ

た｡山元,横山それに新しく河野,阿万が参加した｡山元から新しい同志の紹介があり,前に注文

年令　　　給与

小　山　　　光　　　　25　　　　33

師　範　卒(男　　　　25　　　　53

師　範　卒(男　　　　20　　　　43

永　井　登　美　　　　20　　　　30

師　範　卒(女　　　　20　　　　36

学　　歴

大15中学卒,代用教員
大15師範1部卒

昭6,師範1部卒
高女卒

昭6,師範1部卒

15)養成所は期間6カ月で,調書では種子田は大正13年3月修了,山元は大正15年3月修了と2年ずれがある｡

16)この雑誌は昭和3年7月,長谷川時雨が自由主義的立場から広く新･旧女流作家と団結する方針でつく
った.やがてマルクス主義的を傾向が強まり,婦人解放運動のための婦人の特殊を言論機関として職場

通信や相互通信が盛んとなり,しだ両こ婦人大衆自身のものになりつつあったが,弾圧の前に昭和7年
5月廃刊した｡ (平凡社｢世界大百科事典｣における熊坂敦子氏の解説による)

17)これが真実かどうか疑問,祝昔校関係者の聴取書では社会科学へ関心をもつに至った契機として共通し
て出てくるので,口うらをあわせたとも推測される｡
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していた｢マルクス主義労働者教程･経済学｣が皆に配られた｡これは研究分担がきまってい覆い

ので,この日は夏休み中の活動報告,機関誌2号の内容の相談,そして前回からの懸案の規約･テ

ーゼの審議が行覆われた｡

規約･テーゼの原案は山元がつくり,若干の字句修正で採択された｡いずれもきわめて簡単をも

ので大凡そ次のようをものである｡

規約1.研究会は日南新興教育研究会と称す　2.新興教育の理論を研究することを我々の主張

とす　3.個人的研究は良く其研究を成し遂げ得ない故に相互研究を必要とす　4.男性の研究会に

止めず女人の参加を拒否せざる事18) 5.各班に責任者を置き各班の責任者を以て委員会を構成す

委員会の権限(1)ニュース発行の件(2)本の購入の件19) (3)メンバー新加入者承認の件　等

の権限をもつ｡

テーゼ1.新興教育理論はマルクス経済学より出発するが故に其の研究を為す事　2.メンバー

の拡大に努むる事　3.本会のメンバーは絶対に秘密を厳守して此の規約を口外せざる事

この規約･テーゼがどのようを議論のうえにつくられたかわからないが,当時のこの種の組織の

採用していた規約･運動方針が理論的でいかめしく整備されているのとは対照的で全く異質の感

がある｡それは恐らくとくに既成のモデルを参考にするということをLをいで,自分たちの運動の

実体に即してそれに実践的に必要な限りで文章化したからではをいかと思われる｡その点から云う

とこの運動のきわめて実際的を自主的を活動スタイルを反映しているといえよう｡またこのテーゼ

には｢研究会の運営は委員合議制によるJ　という項があったとも云われ,規約にも｢『新興教育』

の読者で日南新興教育研究会を組織し毎月2回以上集合して研究会を行う｡研究会では『新興教

育』をテキストとし,プロレタリア教育理論を認識し,今日のブルジョア教育の改革に資すること

を目的とす｣という規定があったとも云われるが,文章としてそのようを表現があったかは確かめ

られない｡しかし運動の実態としてはそのように運営され,その目的もそのように意識されていた

ことは確かである｡その明文の規定はともかく,ここにこの運動の日的･組織･運営の基本は明確

に覆ったのである｡

｢赤いチョーク｣第2号は9月中旬に発行された｡この号は原稿が山元に集約され,主に河野と

阿万が二人で原紙を切り謄写し, 15部位つくったという｡その内容は次の通り｡

｢日南新興教育研究会　規約･テーゼ｣

｢崩壊に瀕せるブルジョア教育｣ (横山)

｢尋常科国語読本教材批判｣ (山元)-これは小学1年から6年までの国語教材で丁度2学期に使

18)原案は男教師･女教師であったらしい.それをこのように修正したのは,研究会会員を教師に限定し工

いという考え方があったのかも知れない｡

19)この運動では雑誌や書籍を皆が一定額を拠出して購入し,それを回読するという形で研究グループをつ

くる活動がよく行なわれている.それは経済的を負担の軽減という以上に組織化の重要を方法であった0

この本の購入はそのための回読用のもので何を選定するかは重要なポイントになるのである｡
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用するものを選んで批判したもののようである｡第3号にも同題名の山元論文があるので2号に全

部のったわけでは覆いと思われる｡前報に記したようにその内容(全部かどうかは不明だが)は文

部省学生部｢プロレタリア教育の教材｣をどに収録されている｡

｢軍隊生活に関する感想｣ (河野)一短期現役で入営中の経験を書いた反軍的夜ものらしい｡

｢青々は斯く闘はねばならぬ｣ (小山)-教育闘争について論じたものである.

｢詩｣ (山元)

この第2号で会の教育闘争-のとりくみが意識的に展開され重視されていることがうかがえる｡

山元の批判論文は第3号にのったものをあわせると,文部省資料に要約的に採録されているものだ

けでみても巻二から6教材,巻四から5教材,巻六から4教材,巻八から1教材で計16教材(この

中には小山のものも若干含まれていると思われる)で字数にして5千数百字に及ぶ大部のものであ

る｡その内容紹介と検討は別の機会に一括して行う予定であるが概括的に云えば教師白身が教材を

どうとらえるかに力点があるようである｡山元らの教材批判は,まずその教材のイデオロギー性を

えぐり出しその階級的を意図をはっきりと摘出している｡次いでその教材が取扱っている事物･主

題の科学的究明をしその真実の内容を示すのである｡それはあくまでも教師にたいしてその教材を

どうつかむべきかという問題を出し,それの具体的な分析を示すのであって,その教材をどう教え

るかということが主眼では覆い｡教師がもつべき教材の批判的認識の内容と実践において展開され

るであろう教材の批判的再構成の内容との区別がどこまで自覚的に意識されていたかはわから覆い

し,いくつかの教材批判ではイデオロギー批判の内容をそのまま実践化しようという性急さもみら

れるが,全体としては科学的な批判を貫ぬいていた｡

9月下旬(土)夜,山元宅で｢プロ科｣の研究会が行覆われた｡出席者は山元･横山･小山･河

野･山下満彦の5名である｡ここで小山がソヴェトをめぐる各国の戦備について西部国境ではチェ

ッコスロバキヤやポーランドのようを小国が英仏の投資で軍備を完備し,東洋において日本が対ソ

戦の軍備を強化している状況を分析し,対ソ戦争の危険が迫っていることを報告した｡この研究会

にはじめて参加した山下は現職教員ではないが小山の紹介で出席した｡山下がこの研究会に参加し

た事情は明らかでないが,この研究会は通常の｢新教｣の研究会ではなく｢プロ科｣をテキストと

して基礎的な理論学習や政治経済的を情勢分析などを主とする別個の研究会であったように思われ

る｡もっともそのようを組織上の区別はきわめて観念的であってメンバーの実質的な区別は山下だ

けで,実際にどれほど使いわけられていたかは不明である｡

山下満夢は,本籍･北諸県郡沖水村大字川東,明治42年生｡生家は田地･畑それぞれ-町歩ほど

の農家である｡都城中学卒業後,高等工業学校受験準備で上京したが失敗し,昭和3年4月から祝

言小代用教員になった｡ 9月に山之口小に転じ5年8月代用教員整理により退職させられた｡その

後農業を手伝うかたわら耕地整理組合の測量師として日雇で働いている｡彼は中学時代から文学を
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好み,やがてプロ文学に関心をよせた｡また中学時代からの友人津曲武治,小山光の思想的影響や

代用教員時代の経験とりわけ辞職を強要された事情をどから,現在の社会制度ではプロレタリア階

級の者の幸福は望みえをいと考えるようになり,社会主義の研究にうちこむようになった｡当時,
I

マルクス全集,佐野学の日本歴史研究,日本農民運動史,婦人論,レーニンの帝国主義論などを学

習していたという｡津曲が6年6月帰郷したとき,津曲から｢無音｣の配布や読者獲得などを頼ま

れ,都城地方の｢無青｣組織者の役割を果すことに覆った｡こうして津曲が東京に戻ってからも津

曲と連絡しあい, ｢赤いチョーク｣も山下から送られていた｡山下は代用教員時代から小山と親し

く,また｢会｣結成時にはすでに山元と知りあっていたが,おそらく現職教員では覆いということ

と,山下が津曲との関係で｢撫育｣の仕事をもち農村青年の組織化を基本任務とするという点から

｢会｣と直接に関係しないようにしたのではをいかと推測される｡山下は｢会｣と津曲との連絡役

をすると同時に,津曲から送られてくる｢無青｣ ｢レーニン青年｣ ｢第二無産者新聞｣ ｢労働新聞｣

をどの非合法紙誌を山元や小山K配布する役割を果している｡この山下が｢会.に出席する事情は

先に記したように不明であるが, ｢プロ科｣のメンバーという資格であったようである0

10月上旬(冒)昼から夕方まで山元宅で｢新教｣の研究会が行をわれた｡出席者は山元･横山･

小山･河野･山下･阿万(阿万の出席には疑問もある)であった｡ ｢新教｣を輪読しながら質問や

意見を出しあった｡次いで各自が学校の状況報告や同志拡大活動の報告が行をわれた｡小山から機

関誌2号にのせた教育闘争についての論文を中心にして,児童に対する階級教育の問題が提起され,

児童の文化(カルト)問題が討議された｡これは児童にたいする働きかけの観点や方法,児童に獲

得させるべき文化内容はどういうものかという問題であったようである｡これは11月の研究会でも

引き続き討議されているが,先に述べたように教材の批判的認識を具体的を教室での実践において

どのように再構成し展開したらよいかという問題であるように思われる｡そのようを実践課題がは

っきりと自覚されるに至ったところに,彼らの実践的をとりくみの進展がうかがえよう｡

なおこの頃から,この中央研究会に出席する者を中央委員とし,その会合を中央委員会としたとい

うが,それがどの程度組織的に討議され,中央委員の選出やその役割がどうきめられたかは不明で

ある｡ただこの頃には大王校班も祝言校班も班メンバーが複数に怒り,独白に班研究会が開かれる

ようになっていたから,そのようを状況にあわせた一定の組織整備があったのだろうと推測される｡

10月18日(日)正午,山元･横山･河野･阿万の四人が練兵場に集合,郊外の母智丘山へピクニ

ックすることに覆った｡それは機関誌第3号の原稿のもちよりをかねて,秋晴れのもとで英気を養

おうという計画である｡途中の道々, 3号に予定しているロシア革命についての論文の怒かみを山

元と横山が議論していた｡そのうち横山がメーデー歌などを皆に教えをがら歌った｡母智丘神社で

は横山,山元がピヨテルのr一小さい同志｣などを声朗らかに歌った｡横山は今日のために学校で放

課後オルガンで練習していたのであった｡ひとしきり歌が終ると,山元が第3号の原稿である創作

童話や童謡を,阿万も創作詩を朗読し,皆の批評を求めた｡

10月下旬(日)夜4時間,山元宅に山元･横山･小山･河野が集まり中央委員会を行覆った｡
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｢新教Jをテキストに研究したが,どうも内容が物足りないという意見が多く,今後は｢新教｣は

各班研究会のテキストにし,中央委員会では｢プロ科｣で学習しようということになった｡ ｢プロ

科｣は山元が購読していたのでそれを皆で検討した結果のようである｡そこで｢プロ科｣の共同購

読をするをら支局を正式に設置した方が誌代の割引きもあり中央からの指導もあるということで,

支局設置をきめ,山元が支局責任者となって中央との連絡にあたることに覆った20)この会合では

津曲から山下宛に送られてきた｢レーニン青年｣ (美濃紙約40枚の謄写刷のもの)を小山が皆に回

読させ,山元も｢無背｣の｢ロシア革命記念闘争準備号｣を回覧した｡このようを共青,全協関係

の紙誌や｢第二無新｣などは大体,津曲から山下,そして小山か山元というルートで研究会のとき

回読されていた.

r赤いチョーク｣第3号は10月下旬に発行された｡この号は次のようにきわめて豊富を内容であ

った｡

r七シア革命史｣島野雄二(山元)-これは11月の革命記念日を前にしてロシア革命の歴史的意義

を説いたものである｡

｢プロレタリア教育の出発点｣南峰徹(横山)-これまでの教育闘争についての論議に理論的に迫

ろうとしたものらしい｡

｢反戦問題に就て-満州問題の再吟味｣ (小Ill)一満州事変の背景を分析しつつ反戦の課題を提起

した｡

I-'国語読本の研究｣ (山元)-fj号から引続く教材批判であろう｡

r宗教講座｣河野生-原始宗教から近代宗教までの史的展開を検討した宗教批判論｡

｢~創作｣哲郎(山元)-｢新教｣の研究会に結集した5-6人の教師たちが学校で起っている問題

をとりあげ,論議･批判するという学校での闘いの展開を小説風に書いた｡

｢ー童謡｣哲郎(山元)

r詩｣まつおか(阿万)一子どもの生活における貧富の差別問題をテーマに,貧乏人の子どもが運

動会で汚覆いシャツで競技している様子をキレイを服を着たブルジョアの子どもが噸笑する情景を

批判してうたったもの｡

その他に,青木静代(山元)冷明(河野)署名のものがあるようだが内容不明｡

11月上旬(冒)午後6時から4時間,山元宅に山元･横山･小山･河野･阿万が集まり中央委員

会を開き, r新教J　を中心に研究しながら従来から論議が続けられてきた児童にたいする階級教育

の考え方,その方法などが討議された｡それは各人がつねに問題とし悩んでいたことであるととも

に, ｢新教｣も児童に対する働きかけを実践的課題として強調していたのである｡この会であらた

20)支局設置は9月で支局番号は｢九州ほの6号｣だという供述もあるが,本部からのレポが来るのは11月

下旬からであるので, 11月承認,支局番号｢九州第8号｣が正しいようであるo
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めて同志の獲得･組織の強化とともに教育闘争の実践の重要性が確認され,それをすすめる武器と

して｢新教｣の研究と普及が問題になったようである｡この日｢会｣の活動を全国的を新興教育研

究所の運動に組織的に結びつけ,その地方組織として中央の指導のもとに活動する必要が論議され,

t~会｣を｢新教｣支局としで性格を明確にすることになった｡支局の組織･機構(アジ･プロ部,

財政部,出版部をど)と責任者についても検討されたが,支局がもう少し拡大強化された段階で考

えようということで山元を責任者とすることだけをきめた｡支局設置徳,全国各地のこれまでの状

況からみて警察の弾圧の危険を予想し覆いわけにはいかをかった｡当時すでに共産党一教労一新教

という線で当局は弾圧をしてきているので,地域の独白を運動から｢新教｣という全国的を運動の

一環に組織的に結びつくことは,弾圧をうける可能性を考え覆いではでき覆いことであった｡弾圧

対策がいろいろ協議され,小山から支局の組織的を動きをカムフラージするため普通文芸の文集杏

発行する同人組織という形をとったらどうかという提案をした｡山元は反対であったが,他が賛成

したので文集発行が決定された｡ (しかし実際には実行できをかった)またこの会議で組織の拡大

にともをう班の再編成がきまった｡ A一安久校班一阿万　B一梅北校班一横山　C一視昔校班-小

山　D一大王校班-山元　である｡支局設置についての本部の承認は昭和7年1月中旬で支局番号

は｢Hは｣であったという｡

｢赤いチョーク｣第4号は11月中旬に発行された｡この号も1冊30数枚の大部のもののようであ

る｡その内容は次の通りである｡

｢軍国主義の鼓吹と戦ふ｣松田(河野)

｢ロシア革命記念日を我等はかく闘ったぞ｣岸本浩二(小山)

｢ソヴェートロシア革命記念日座談会｣ (河野)

｢教材研究　中学国語読本の研究｣島野雄二(山元)-これは｢~新教｣ 6年12月号に｢国語読本の

取扱い方について｣として掲載された,巻六｢俵の山｣の実践記録である｡まず教材の素材である

農村･農業について生産関係･経営実体を科学的に分析し,次に教材の主眼を児童に対して現代農

村の現実を児童の程度に於て具体的に知らせることに置いて,授業の準備をする｡第一に学級の階

級的分析でこの教材の授業で中心となって活躍させるべき児童を選び出す｡それはこの授業展開の

構想と結びついたものである｡第二に全児童にこの学習のための｢調査｣を課し,とくに先に選ん

だ児童に対しては親の協力を求めをがら農家の具体的を実態を浮彫りにするようを｢調査｣をさせ

る｡このようを周到を準備のうえで当日は児童に調査報告をさせをがら,問答的に児童白身が農村

の実態を知り,地主小作関係の矛盾に目を開き,小作料軽減闘争の必要を覚るようを授業展開が示

r-12国東

｢国庫負担額陳情と閑へ｣岸本(小山)

｢同志に提案する｣ D班豊田(山元)

｢創作　連隊のある街｣静江(山元)一教師が欠食児童の問題を追求していく夜かでその子の父親
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が労働争議に参加している事情を知り,やがてその争議を応援するようにをり教師白身も研究会を

組織して階級闘争の戦線に加わっていく過程を画く｡

｢創作　蛸｣築木(小山)

｢地震と宗教｣哲朗(山元)

｢短歌｣ S子(野口)-11月の営養週間の行事の夜かで児童の欠食問題を考え,農村の納税講話を

聞きながら衣食にも事欠く農民に何をおいても納税せよと説くこの社会の不合理･不公正を感じて

歌ったもの｡

｢財部大将について｣松太(河野)一郷土の｢偉人｣についての批判であろう｡

11月某日,種子田が阿万の代理で出席した会議がある｡出席者は山元･横山･種子田･その他二

名で｢新教｣をテキストとする研究会であった｡

この頃,山元は創作童話｢殿様と三太郎｣を校長の承認のもとに千数百部印刷し,大王小の四年

生以上の児童に配布している｡

11月下旬(冒)午前11時頃から午後3時頃まで西墓地に,山元･横山･小山･河野が集まり｢新

教｣の研究会をした｡その夜かで同志の獲得が不十分であることが話題と覆り,自己批判がおこな

われた｡

11月某日,支局委員会が開かれた｡これが上記の諸会合と重なるものかどうか不明であるが,会

議の内容からみれば別個のものである｡それは｢~新教｣ 6年12月号に｢通信員便り　吾が支局の活

動はこれからだ/_Jという記事にみられるものである｡その内容は前報で紹介してあるので省略す

るが,その中で,当時の各班の活動の模様が次のように記されている｡ ｢四ヶ所郡,市班では,各

学校,部教員会(部会)の青年教員による文学サークル,読書サークル,運動サークル等を巧みに

組織して,支局メンバーの拡大に努力する---特に郡班に於ける自由主義的読書サークルによる有

益を経験が語られた｡一ケ月に五拾銭宛出して,改造, *央公論,女人芸術等のブルジョア雑誌や,

プロレタリア文芸作品を読み,漸次サークルの仲間を意識的に啓蒙する方法で,すでにその班では

二三名の支局メンバーの候補が成長しつつある｡｣これは祝書校班の活動の紹介のようである｡

4.運動の新たな展開をめざして

実質的には3人の小さを研究会として出発したこの都城の教育運動もいまは｢新教｣支局として

全国の闘いの組織的を一翼と覆り,そのメンバーも影響下の教員を含めると10数名に覆っていた｡

それは着実を発展であったが情勢の急迫が要求する課題にこたえるには余りにも弱体であった｡こ

の時期には満州事変以降の情勢の急角度の展開,ファシズムの危険に対してそれにふさわしい運動

の大胆を方針転換がすすめられていた.文化運動の分野では10月21日,決定的闘争を前にして労

働者階級の多数をその影響下に獲得するという方針のもとに｢コップ｣が結成された｡ ｢会｣もこ

の全国的な動向と無関係ではありえをかった｡
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この時期のもう一つの問題は,都城の運動にも弾圧の危険が現実のものとなりはじめたことであ

る｡

11月5日頃,山元が姉の田中静子をアドレスとして受取っていた｢プロ科｣が郵便局で摘発･差

押えられるという事件がおきた｡それは共産党公判傍聴記を特集した｢プロ科｣臨時増刊号3冊で

11月13日発禁処分21)をうけたものであった｡この件にかかわって郵便局員たちが受取人である田中

静子がかつて同郵便局に勤めていた当時のことを恋しざまに云う声に,かえって同情した局員の中

馬敏子が,田中に連絡し,山元に伝わった｡これによる直接の弾圧はなかったが少なくとも｢プロ

科｣-田中-山元という関係は当局につかまれたわけで,それは｢プロ科｣支局-｢新教｣支局(実質

的には同じメンバーである) -の弾圧を予想しないわけにはいかをい状況であった｡実際,当局の

文書によれば,この運動-の弾圧のいとぐちは｢『プロレタリア科学』直接読者の調査より判明｣し

たとされている｡

11月31日,東京から｢アニワルシバンジタノムハヤ.という電報が山下宛にきた｡後にを,;て津

曲から,それは自分が打電したものではないが共育中央の地方部が弾圧されたことの連絡だろうと

いうことであった｡ (11月30日,共背中央が弾圧され,全国の同盟地区,アドなどを記した文書が

押収されたという)その後10日程して,セピア色の洋封筒で封のところにr電車の中で見た女をま

た思いだした｣というようを俳句が書いてあり,内に｢被薯はなかったか至急知らせ｣という数行

の連絡文がはいっているものが来た｡津曲はこれについて中央からこのようをレポを出す筈がをい

から警視庁辺りのさぐりかも知れないと云った｡このときも直接に弾圧が及んできたわけでは覆い

し,共背(津曲卜叫しげという関係で｢会｣自体の運動とは直接的な結びつきは夜かったが,さま

ざまな関連のをかで｢会｣ -の弾圧の危険を感じさせる状況が生まれていたのである.

12月上旬(土)夜,山元宅に山元･小山･河野･阿方が集まり｢新教｣ ｢プロ科｣をつかって研

究した｡とくに｢プロ科｣の｢プロレタリア科学者同盟｣の記事について,多数者獲得の方針にも

とづく｢同盟化｣という組織方針が論議された｡
●

12月10日頃,山元宅で山元,河野,阿万が集まっているところ-,丁度帰郷していた津曲が偶然

に訪ねてきた｡津曲は山元からその後の運動の進展状況を聞いて,その活動が不活潜であると批判

した｡山元は都城地方の封建的を思想状況のなかで会員拡大が思うにまかせないことや,地域の状

況から研究会を開くことも仲々困難があることをどを説明したが,津曲は納得しをかった｡恐らく

津曲は東京での情勢の急展開や運動の全体的な再編の動きにみられる緊迫した客観情勢と都城とい

う地方の運動の遅々とした歩みのギャップにあせりのようをものを感じたのであろう｡

しかしすでに述べてきたように会の運動は着実に進展していたし,また組織拡大についても常々

問題にされ,さまざまを実践が試みられていたのである｡たとえば11月の支局委員会で出たサーク

21)発禁処分の日がこの事件より後になっているのは,当時はしばしば法的に発禁処分を決定する前に弾圧

が先行したからであろう｡
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ル組織の方針を具体化するため, 12月上旬にD班でも検討が続けられていた｡山元と河野は,今ま

でのように周囲の友人だけを対象にしていたのでは同志の獲得は狭い枠から出ることはできをい,

文学サークルのようなものを公然と組織してフラクション活動をしなくては駄目だと話しあい, 22

-23日頃,河野は師範のときの同窓である庄内小訓導の川崎栄一,猪崎巽を訪ね,文学サークルを

つくる相談をし賛成を得ている｡

12月中旬(日)午後6時より約4時間,山元宅で｢新教｣の研究会がおこなわれた｡出席者は山

元,横山,小山,河野,それに谷口忠夫,宮崎百太郎(宮崎の出席には疑問もある)である｡谷口

は田中,宮崎は大道というペンネームで山元が紹介した｡

谷口忠夫は,本籍･都城市西町三丁目,明治40年生,出生地は鹿児島県の西桜島村で,三才のと

き叔母の養子となり都城に来た｡都城小高等科から都城商業学校に進んだが4年で中退し,都城教

員養成所を出て,大正14年10月から庄内小の代用教員になった｡昭和3年10月検定合格, 4年4月

夏尾小の訓導となる｡彼は10才のとき叔母が亡くなったので,その後は都城に移っていた実家に庚

ったが父も早く亡く覆り生活は菩しかった｡妹は郡是製糸の女工をしていた｡山元がどのようを関

係で谷口を知るように覆ったかはわから覆いが, 11月中旬頃山元が谷口に手紙を書き面会を求め,

西都城駅で待ち合わせ,駅前通りのブラジル食堂で話し合ったのが最初である｡そこで山元が農村

の貧窮化や小学教員の減俸問題などについて話し合いをがら,社会問題についての基本的を意見の

一致を確かめあった｡それから｢ナップ｣ ｢新教_｣などを貸しこれらを一緒に勉強しようとさそっ

た｡谷口はそれらを読んで共鳴するところがあり,教育を｢新興的を階級的を見方｣にたって勉強

する必要を痛感して入会したという｡

宮崎首太郎は,本籍･福岡県三池郡三池町大字新町,当時26才,三池中学･広島高等師範学校卒

で昭和6年4月都城高等女学校教諭に赴任した｡担当科目は地理･歴史である｡高師在学中社会科

学研究会に参加し処分されたこともあるという｡山元は都城の金海蛍書店で宮崎が社会科学関係の

書籍を購入していることを聞き,宮崎をたずねて運動-の参加をよぴかけた｡宮崎は最初｢プロ

科｣のメンバーとして参加した模様である｡

この研究会の内容はほとんどわから覆い｡ ｢新教｣の研究と,山元からD班の活動として山元,

河野,宮崎が｢プロ科｣学習会を行覆っていることの報告があったことぐらいである｡

12月下旬(日)冬休みの直前(20日か?)午後1時から山元宅でこの年最後の研究会がおこ覆わ

れた｡出席は山元･横山･小山･河野･阿万(途中,腹痛で退席)であった.定刻になっても皆が

集ら夜かったので,山元が大両こ憤慨してそのルーズさを批判し,それに対して横山は自分達の体

はそん射こ機械的にはゆかぬと反論したことから論争に覆った｡山元はこのように時間を厳守Lを

いようでは組織的を活動はうまくいかをい,非公然の運動では規律を守ることがとくに重要だと主

張した｡さきにも触れたように客観状勢はいよいよ厳しく,都城の運動にもいつ弾圧があるかわか

らぬ状況であったことが,この論争の背景にあるように思われる｡この日は, ｢プロ科｣のファシ

ズムについての講座を皆で輪読･研究したのち,以前からの問題である教室における階級教育の実
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践について議論された｡そのIt.で,階級教育を単純に教室で児童に階級的なアジ･プロをするとい

うように考えるのは正しくをい｡教壇の上から教師が児童にアジ･プロするのではをく,児童白身

が社会を正しくみるよう夜目を養うこと,児童白身で社会の真実を発見していくように訓練するこ

とが我々の基本的を立場である,ということが確認された｡最後に山元から冬休み中の活動(調査

活動らしい)が提案され,休み中の連絡を打合わせた｡とくにレポについては十分な警戒が必要で

あると注意された｡

この前後に津曲･山元,小山が運動の新たを展開方向について議論しているという｡津曲が東京

での運動について説明し,都城の運動の立ち遅れを批判し,運動方法について意見をのべた｡この

目は夜遅くまで議論し,小山は途中で帰ったが,津曲は泊まったという｡その数日後の定例研究会

(出席者,山元,横山,小山,河野,阿万,津曲)でもこの間題が再び議論された｡その際,山元

宛の本部からの｢レポ｣が,都城支局は活動が不活潜で会員の増加もみるべきものがなく,児童-

の働きかけもしていをい,と批判していることが紹介されたという｡本部レポが12月｢円こあったと

いうのは支局承認の連絡が翌年1月*旬という点からみて疑問があり,またレポの内容にも疑問が

あるので,この会議の時期や内容は更に検討が必要である｡細部の点はともかく,この時期に津曲

を中心に運動の新たを展開方向について意見の交換が何回も行なわれている模様である｡

12月の休みに入って,山元が津曲を訪ねている｡津曲の家附近の稲荷神社でおちあい,一緒に早

水神社に散歩しながらこれからの運動の計画を話しあった｡津曲は東京の文化サークルの活動状況,

その成果をどを話し,都城市を中心とする文化サークルを結成し,それに現在のメンバーが入って

活動するというのが良いのではをいかと提案した｡山元もその方向について基本的に賛成した｡そ

れはすでに支局委員会でも検討され,サークルづくりにとりくんでいるところであった｡それでそ

の具体的を計画を練ることになり,山元宅に一緒にゆき相談を続けた｡津曲は同人雑誌を発行する

という方法はどうかと提案したが,山元は都城地方には余り創作活動をする人は多くないから適当

でないと反対し,やはり文学を中心とするサークルが関心もあるし幅広く活動できるということか

ら,都城市を中心に文芸研究会をつくるという方向で考えようということに覆った｡

12月末(28-29日頃)津曲,山元,宮崎の三人が鹿児島県の末吉町にピクニックにでかける計画

があった｡おそらく上記のように津曲から中央情勢を聞き運動のすすめ方を相談するとともに,こ

の文芸研究会の構想を具体化するねらいがあったのであろう｡しかし西都城駅での待ち合わせ時刻

に山元が遅れたためピクニックはとりやめになり,山元が宮崎を訪ねて詫び,それから連れだって

姫城山に行き,そこでこれまでの相談の経緯,文芸研究会の計画をどを話し同意を得た｡文芸研究

会結成の計画はこのようにして次第に具体化していった｡

r-赤いチョーク｣第5号は12月下旬に発行された｡その内容は次の通り｡

｢三Lデーを迎ふ｣島野雄二(山元)

｢血の日曜日｣島野(山元)-これは上記の三Lデーの論文と同一一のものかも知れない｡ロシア革
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命の発端と覆った事件を解説したもの｡

｢1931年の自己批判｣ (山元)-1931*｣を送るにあたってこの半年の会の活動を総括したもので,

それまで個々バラバラであった我々教育労働者が,このように結集し組織をもち研究と実践のをか

で成長するように覆った画期的を記念すべき年であると意義づけ,しかし情勢は運動の一層の発展

を求めており,会の活動にはまだ不十分さが多いことなど今後の課題を論じた｡

｢文学サークルを作った話｣岸本(小山)-これは｢新教｣ 7年1･2月号に｢文化サークルを作る

まで　九州　黒潮生｣として転載された小山の祝吉校における実践記録である｡(前報,C-3を参照)

｢休職訓導に対する感想｣赤樹(河野)

｢題･不明｣松岡(阿万)-安久小学校長が計画した開田事業にたいする教師たちみん夜の不平不

満を書いたもの｡

｢短歌｣ ｢童話｣ ｢経済恐慌についての解説｣など

1月上旬(三学期の第一日曜)夜7時から山元宅で新年の第一回研究会が行覆われた｡出席者は

山元･横山･小Ilj　河野･阿万･山下･津曲である｡ ｢プロ科｣をテキストに討論したのち,横山

が山元の執筆した｢俵の山｣の農業問題のとらえ方について批判し,山元と論争した｡そのあと教

育実践のとりくみに議論が移り,山元は｢新教｣の児童自治会の自主化についての論文をひき夜が

ら児童の指導について次のよう別問題提起をした｡児童が自発的に自主的に行動するよう訓練する

ことについて,児童が自ら要求し皆が団結して力をあわせれば大抵の要求は実現できることを経験

させ,わからせ夜ければならぬ｡それには教師が児童の要求を大切にし頭からおさ-つけないよう

にLをければならないことを具体例をあげて説いた｡そして討議のすえ4年以上の各学年に自治会

をつくる実践をすることに覆り,次回には自分も児童に自治会をつくらせる実践をして報告するつ

もりだと約束し,皆それぞれに研究,実践をもちよろうということになった｡

1月上旬,某日午後8時から10時頃まで,山元宅で｢プロ科｣研究会が開かれ,山元･横山･小

山･河野･阿万･谷口･宮崎･津曲が出席した｡ ｢プロ科｣の三Lデーについての論文を読み質疑,

討論した｡ ｢文化サークル｣についても討論があり,その種類,役割などが問題と覆った｡この日,

山元から新教の中央のアドレスが検挙されたらしいという情報が報告され,それに対する十分な警

戒･対策が必要だということで,今後なるべく山元宅で会議をLをいようにしようということにな

った模様である｡そしてこれまでの新教に知らせてあるアドを至急変更することになった｡

1月10日(冒)午後1時半より,山元･河野･谷口･宮崎の四人が一万城公園にピクニックにい

った｡これはD班の班研究会として計画されていたものに谷口をさそったものらしい｡公園で,山

元は｢新教｣ 12月号の｢満蒙問題と教育労働者｣を素材に反戦の教育闘争について問題提起をし,

宮崎は同号の｢郷土教育はどこ-ゆく｣について論じ現在の教育のあり方を批判した｡

1月上旬(12-13日頃か)山元宅に山元･横山･小山･山下が集まり,ここで山元がこれまで津

曲と相談して練ってきた文学サークルの組織計画について提案した｡全員がこれに賛成し,数日中
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にあらためて酉墓地に集まってその準備協議会を開くことになった｡

｢チョーク｣第6号は1月下旬に発行された｡この号から題号が変ったがその事情は後に述べる｡

機関誌の発行はこれが最後であった｡その内容は次に示すが,第5号として記した｢三Lデーの意

義｣や｢血の日曜日｣は第6号ではないかと思われる点もあるが,その点は確かめられ覆い｡

｢工業都市N市｣左傾教師(河野)-これは冬休み前の会議での申し合わせにより,河野が帰省中

に調査した延岡町の日窒工場の内容を書いたものである｡

r宮崎市を探る.亜地丁太(阿万)-これも冬休みに行覆った調査報告で,宮崎市内の書店につい

てプロ文芸など社会主義関係の書籍の読者の状況を調べようとしたものであるが,成功せず,.結局

各書店で扱っている左翼雑誌の紹介に終ったという｡

｢文学新聞をすすめる話｣ (河野)一旧友に｢文新｣購読をすすめて失敗した経験談｡

｢チョークJ第7号は3月上旬に発行する予定であったが原稿が全部そろわぬうちに弾比にあい,

遂に未発行のままにかわった｡刷り上っていたものは次の通りであった｡

｢自主的自治会をつくる. (阿万)

｢創作　出世した僕｣ (山元)

｢詩　先生｣ (山元)

3�"15の歌｣ (プロ歌曲集より)

5.文芸研究会の結成とその活動

1月中旬,午後2時に西墓地にLlJ元･横山･小山･河野･津曲が集まった｡まず津曲が都城の運

動の不十分さを指摘し,中央,全国の労働争議,社会主義運動の展開状況･情勢を説明し,都城の

運動を飛躍的に発展させる必要を説いた｡そしてあらためて文学サークル組織の計画について説明

され全体で討論した｡文学サークルの性格や広汎を文学愛好者を結集する必要から中等学校の教員

の協力が必要だということになり,どのようにして中等教員によぴかけるかが問題となった｡そこ

でサークル結成の実行委員を選出することに覆り,以上のようを中等教員に働きかける必要やこの

新しい組織をできるだけ広汎を合法的を大衆組織としてつくるためにこれまであまり表面だった活

動をしていない人がよいということで,宮崎･河野･阿万･津曲22)の四人にきまった｡この会に

宮崎,阿万は欠席していたので河野,津曲が連絡して諒解をとることにした｡このサークル結成の

活動は当然公然たるものに覆りメンバーに対して社会的を注意もあつまると思われるし,昨年暮以

栄,弾圧の危険も感ぜられるので,会の機関誌の題号も平凡をものにしようということに覆り､｢～赤

22)津曲は都城ではあまり表立って活動していなかったのと,この組織化の計画の中心的指導者という意味

があったのであろうが,後述する弾圧波及の危険と方針上の意見の対立からまも夜く準備委員からはず

れるようである｡
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い｣をとって単に｢チョーク｣とすることに覆った｡なおこの日の会では前回からの継続で児童自

治会の組織化の議論もされている｡

1月中旬(土)午後7時半から山元宅で｢プロ科｣の研究会が開かれた｡旧席者は山元･横山･

河野･谷口･山下･宮崎･津曲である｡河野,宮崎は所用があり30分ほどで退席した｡山元から現

在準備している文学サークル組織はコップの方針にそって行覆われるのだが,コップの成立や意義

についてメンバーの夜かにもまだ十分理解していない人もいるようだからと,津曲にコップの説明

を求めた｡津曲はコップ構成の各団体やそのコップ-の再組織･統一の経緯をどを説明した｡

1月中旬から下旬にかけて,河野,宮崎らのサークル結成実行委員は精力的に活動している｡ま

ずメンバー以外の準備委員を誰にたのむかが検討され,都城南小学校の肥田木淳訓導,都城中学の

宇都研教諭があがった｡ 1月23日頃河野が肥田木にあたりその趣旨を説明して了解を得,数日後宮

崎と一緒にもう一度訪ねて,準備委員に覆ってもらった｡宮崎の方は宇都,西田季春23)平井保彦

らにあたり,字都,平井が準備委員をひきうけてくれた｡さらに集会の際に都城中学の妹尾校長や

七高の新屋敷教授に講演を頼む手筈もきまった｡

1月31日(冒)宮崎方で準備会が開かれ,宮崎･河野･阿万･山元･宇都･平井･肥田木が集ま

った｡会の名称や組織,方針,発会式の内容など協議し,会結成の趣意書を河野が起草することに

なった｡この頃,会の名称を都城文芸研究会とすることがきまったようである｡

2月7日(冒)宮崎方で第2回目の準備委員会がひらかれた｡出席者は,宮崎･河野･字都･平

井･肥田木･山元･小山であった｡発会式の順序や役割分担･その後の研究会組織の手順をどが相

談され,また新聞社その他の宣伝もきめられた｡

2月14日(冒)午後1時から都城市早鈴町医師会堂で都城文芸研究会の発会式が行をわれた｡都

城中学の妹尾校長が｢所感｣と題し,新屋敷七高教授が｢文学と人生｣と題し講演し,都城中学西

田季春教諭が｢賀茂真淵の万葉六巻論｣の研究発表をした｡閉会の辞は肥田木が行なった｡このあ

と都城文芸研究会の結成が行なわれ,研究会の組織･運営や役員などがきめられたようである｡妹

尾と新屋敷が会の顧問におされ,宮崎･宇都･西田･平井･肥田木･河野･菊地武望(都城南小訓

導)らが都城市部会の幹事に,三原主計(祝吉小訓導)川崎栄一(庄内小訓導)種子田福盛(安久

小訓導)らが地方部会の幹事になった｡会の組織を地域別にわけて地域毎の小集会を開けるように

することが山元らの主張できまった｡こうして研究会は七部にわけられた｡都城市部で約20名,祝

昔校(第二部)で約10名,安久校で4名,庄内校周辺(第三部)で4名というように部会がつくら

･れ,各部会毎に幹事がおかれた｡女性会員は別に婦人部会をつくった｡これも小山･永井登美･野

口マツエなどが相談して永井が発会式のとき強く主張して幹事会に認めさせたのである｡婦人部会

の会員で名前がわかっているのは11名である｡会員は結成当初約40名といわれているが,これまで

23)前報告では西田泰彦かも知れないと書いたが,季春で正しい.また出身は東大ではなく京大とのことで
ある｡大木二郎氏(鹿児島大学教授)の御教示による｡
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名前がわかっているのは中等学校教員4,小学校教員26,その他7である24)｡研究会は通常,各部

会毎に月1回の研究集会(小会といった)を開いて研究をし,機関誌を発行することとした｡機関

誌の題号は｢都城派｣と名付けられた｡運営は幹事のなかに編輯部(部長･宇都,部員･河野)人

事部(部長･宮崎)企画部(部員･山元)などをおいて行なうこととした｡文芸研究会の結成は,

｢会｣に新しい公然たる活動の場を保障するものであった｡ ｢会｣のメンバー及び支持者たちは文芸

研を大衆的に発展させるために活発に活動している｡

2月21日,都城南小学校で研究会幹事会が開かれ次の研究会の計画がたてられた｡集ったのは宮

崎･河野･宇都･菊地･西田･肥田木,他に女性2名であった｡ 2月28日,都城女子校で市部研究

会が開かれた｡参加者は宮崎･河野･山元･宇都･平井･西田･菊地･肥田木,他4-5名で,辛

井が｢素材と表現｣という研究発表をし,それをめぐって討論が行なわれた｡そのあと宮崎,山元

らが硬い研究発表だけでは幅の狭いものに覆るから文芸春秋や中央公論をどの雑誌を回読しそれに

ついて気軽るに座談をする軟かい会合も組みあわせてはどうかと提案した｡宇都は理論的研究を中

心にすべきだと主張したが,議論のすえ山元らの意見が通り回読会も行うことに覆った｡

3月初旬,婦人部の集会が大王小学校で開かれた｡参加者は宮崎･宇都･永井登美･永井イト･

河野7)ツ･釘崎久子･清水マサエ･安藤不二(いずれも市内小学校教員)と中山クツ子の9人であ

った｡宇都は会の運営について会員の出席をさびしくいい,用意してきた｢文芸学概論｣のインス

トラクトの学習会を提案した｡しかし,これは皆むつかしすぎるといい,永井の提案で自由研究と

課題研究にわけて行うこと,自由研究は会員の興味･関心のある問題をなんでも自由に出せるよう

にすること,赤軍,婦人公論,女人芸術,サロンなどの雑誌の回読会をもつことなどがきまった｡

これもこの婦人部小会の前に小山と永井･野口が相談していた方向であった｡小山らは,この研究

会でまずお互に親しくなること,その中で｢文新｣ (文学新聞)や｢新教｣をすすめ読者を獲得す

ること,会の活動としては,合法的を雑誌の回読会,新小説の輪読会,創作経験者の経験発表,レ

コード鑑賞,ピクニックをど｢文芸｣にこだわらずひろく文化活動をとりあげ会を大衆的な楽しい

ものにすることを基本方針としていた｡

3月10日(木)都城小学校で第二回の婦人部小会が開かれた｡参加者は永井登美･永井イト･河

野･清水･藤崎ハギ･中山クツ子をどの7人のようである｡この会は自由研究の日であったので永

井は小山との相談で満州問題を座談会のテーマにし,そのなかで反戦の方向に話をすすめるつもり

でいた｡会は最初ブルジョア文学とプロレタリア文学とについての討論からはじまり,やがて戦争

の話に移った｡そこで中山がかなりはっきりと左翼的を発言をしたという｡それからソヴェトにつ

いての話も中山から出たという｡

中山タツ子25)徳,本籍･都城市姫城町で,当時23才,開業医の二女である｡文学を好み社会科学

24)講演会の出会者か結成式の出会者かわから覆いが50名ぐらいが当初集会に参加したようである.文芸研
に組織された人数は40人とも44人ともいわれているがどの位正確かわから覆い0

25)前報告の山元証言(63ページ)では,中山あやが文芸研の会員とされているが,聴取書ではあやの名前
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にも関心をもっていた｡ ｢女人芸術｣ ｢プロレタリア詩｣をどを購読していた｡やがて山元がプロ文

学をどに造詣が深いことを聞き交際するようにをり｢プロ科｣ ｢新教｣ ｢働く婦人｣をどを読むよう

に怒った｡彼女が山元を知ったのは,中馬敏子が妹と都城高女で同級で親しく,中馬も｢女人芸

術｣を購読しプロ文学をどの書籍の貸借をする関係であったので,山元宛の｢プロ科｣差押へ事件

を中馬から聞いたことからだという｡彼女はこの文芸研の関係で永井登美とも親しく怒るのである｡

3月13日,都城中学校で市部会の研究会が行なわれた｡これには山元･横山･小山･河野･菊地

らが参加しているが内容はわから覆い｡文芸研究会の内容はその組織の性格と結成の趣旨から云っ

て階級的を方向づげをもっているわけでは覆いが,これまでの活動状況からうかがえるように,こ

の階級的運動がより広い大衆と結びつきそれに影響を与える新しい条件をつくりだしつつあった｡

そしてそれはまたこの運動を弾圧から守りあるいは弾圧をはねかえして運動を再建していく力をつ

くりだしていくという展望にもつながるものであった｡しかし残念にも3月21日という予想以上に

早い弾圧の嵐によってこの期待は圧殺されてしまうのである｡

6.教労南九州支部の結成へ

｢会｣は弾圧の危険を感じをがら,ある意味ではそれ故に一方では中央の組織と連絡し運動の正

しい発展のために指導を求め,他方ではより大衆的を力に守られるべく公然場面を拡大しようとし

た｡すでに｢プロ科.支局としてプロ科本部の指導26)を参考に文化サークル組織に着手し, 7年1

月には｢新教｣支局｢HほJ　としての承認もうけ,中央との連絡も緊密に怒ってきた｡

1月中旬, *央から新教中央アドの弾圧により地方アドに危険が及ぶ可能件があるというレポを

うけたが,率いにして何事も夜かった｡同じく中旬に待望の｢全協一般使用人組合教労部｣の機関

紙｢教育労働者版｣が1号から4号まで5部づつ送られてきた｡そのうちの2組は,直前に来たレ

ポで鹿児島の同志に送るようにと指示されていた｡ 3組は支局で読者をきめよということであっ

た｡それは｢教労. -の加入,組織的結合を示唆するもの27)である｡鹿児島の同志は,鹿児島県指

宿郡知覧村の木原安弥と種子島の島間の名越時夫であった28)｡レポでは鹿児島の同志が近いなら連

絡をとるようにとあったが,直接会うことが出来ないのでそれぞれ郵送することにした｡こうして

はでてこをい.しかしあやさんが当時においては新しい女性として周囲の人々から注目されていたこと

は事実である｡中山三姉妹(長女あや,二女たつ子,三女トキ子)三人とも進歩的を考え方をもってい

たようである｡

26)プロ科からは11月下旬以来ほぼ月1回組織部ニュースが送られてきており,随時カンパエアや支局調査

などの連絡もあった｡ 2月には文学サークルの組織･活動方法についてのレポも来たという.

27)レポには｢文化団体では取次がぬことになっているから,読者がきまったら,そのアドの家庭調査,ア

ドと読者との関係をどを報告せよ.と指示されていた｡

28)鹿児島の木原･名越が新教･教労とどのようを関係にあったのか不明である｡木原は大正末から小作争

議にも関係していた社会主義的思想をもった小学校教員で,新興童話作家聯盟にも加盟, ｢綴方生活.の

運動とも関係があった｡昭和7年11月7日からはじまる｢プロ作家同盟鹿児島支部.に対する大弾圧

(総計80名検挙)により検挙,治維法違反で起訴された｡名越時夫については未だ全く不明で,本名であ
るかどうかも確かめられていない｡
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山元たちはいよいよ教労結成を考えるように覆った｡

2月に入り,新教から｢警察テロ｣についての注意を記した｢ニュース｣が来た｡そして中旬に

新教中央から警察の弾圧に対し千十分を用意をしておくようにという緊急レポが来た29)-　それは中

央の送本係が警察に検挙されたとき地方からのニュースを腹巻の夜かに入れていて処分する余裕が

なかったため,ニュースから弾圧の手がかりがつかまれるかも知れ覆いということであった｡早速,

その夜緊急の会議が召集された｡西都城駅近くのブラジル食堂に山元･小山･河野･阿万･山下･

津曲が集まり,山元が事情を説明し,弾圧に対する対策が協議された｡若し捕まったらどうするか

と皆一時は騒然となったが,山元が｢余り自分のことばかり考えていては駄目だ,支局メンバーと

してどう対処するべきか考えをければならない｡第一に被害を拡げをいようにすることだ｣と,吹

のようをことにまとまった｡組織の存在を知られ覆いように｢赤いチョーク｣をどを処分すること,

当分｢ニュース｣発行を見合わせること万一検挙されても絶対に組織のことを口外しをいこと,｢新

教｣をどの出版物は本来合法的な文化啓蒙雑誌なのだから恐れる必要は覆い｡ ｢新教｣読者である

ことを探知されたら｢教師だから右も左も知っておく必要がある｡自分は読んでいるが内容は感心

しない｣とつっばねる｡そして本社から直接購読していると頑張ること,そして他の色々を活動に

ついてはすべて山元が責任者だということで切り抜けるということになった｡山元が責任者に怒っ

たのには,津曲がこの弾圧についてのレポを聞いたとき自分には他の重要な任務があるし共背にも

関係しているので自分の名前は絶対に出さないようにと云ったからであろう｡責任者をきめておく

必要があったのは文芸研究会との関係であったようである｡このときはまだ文芸研の結成準備の過

程であった｡それで一時はこの活動を中止しようという意見も出た｡しかし今更中止するわけにも

いかをいし,むしろ今こそ大衆的を活動を公然と行う方がよい,この計画,準備の責任を追及され

たときには,山元が中心だということにしようとまとまったのであろう｡この会議の途中,食堂の

店員からコーヒー一杯であまり粘られては困ると苦情がでて,怪しまれるといけないと9時頃に山

元宅に移動して会議を続けた｡このあと,あまり弾圧のことばかり気にしていては駄目だと,前回

からの課題である児童自治会の組織化についての実践報告を阿万が行なった｡それは子どもたちに

自治会の集団的な統制を問題にさせた実践のようである｡

2月中は文芸研結成準備とその運営･会員の組織のために皆精力的に活動した｡文芸研の組織過

程では津曲と山元の間に若干の意見の不一致があったようであるが,その内容はあまりはっきりし

ない｡津曲自身の語るところでは,自分が表面にでることは文芸研自体にとっても得策でないので

避けていたが,自分の方針は河野や山元を通じて準備委員会には出していた｡それは会員が広汎に

わたるから講演会等の形式をとること,市内を各班にわけ責任者をきめて活動する,メンバーは必

29) 1月から2月にかけての関係者の供述内容は全くちぐはぐを点が多い.たとえば,このブラジルでの緊

急会議についても1月28日(土)とはっきり日を特定しているものもあれば-ただし28日は木曜であ

る-2月中旬だという供述もある｡本部からの弾圧警告のレポが来た時期も, 6年12月中旬, 1月

8-9日, 1月上旬, 1月中旬, 1月下旬, 2月上旬, 2月中旬とさまざまである｡これらの比較検討,

前後の関係から推定したのが本文の記述である｡
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ず会員として加入し,各班とも小会がもたれる場合等に階級的意識を注入するよう努め同志の獲得

を期す,というものであったという｡これが津曲の方針だとすると大筋においてその方向で進んで

いるのである｡ところが小山が語るところでは, ｢津曲が種々積極的怒る策動に出て,我々の計画

が向側に知られる恐れがあったので,山元等は津曲を排斥した様な状態と覆り,その後,具体的な

文化サークル結成の策動は完全に宮崎･山元の手に帰したようであった｣ということであるし,前

報での山元の証言でもこれに類することが述べられており,疑問は残る｡ともあれ,内部における

若干の意見対立30)他方では弾圧の危険の切迫という悪条件31)を克服して,文芸研の活動は成功裡

に進められた｡

3月13日(日)都城中での文芸研小会のあと午後4時頃から山元宅で会議が行をわれた｡出席者

は山元･横山･小山･河野である｡小山から文芸研小会七の山元の言動が批判された｡それは小会

の回読誌の決定にあたり山元がはじめから思想的傾向のはっきりしている雑誌を取り上げようとし

たことについて,それは一般会員にたいし左翼思想の持主であることを知らせ警戒心をおこさせる

ことになるとして,文芸研におけるメンバーの活動のしかたを問題にしたのである｡次いで山元が

プロ科･新教の｢同盟化｣方針との関連で｢会｣のプロ科同･教労加入の問題を提案した｡同盟へ

の加入問題については原則的に異議はなかったようであるが, ｢会｣のメンバー全員が入るかどう

か,誰が入るかということも色々検討する必要があり,他のメンバーも含めて考えようということ

になった｡教労加入問題については山元が大衆的な文芸研活動･ ｢会｣の活動をどを運動全体の夜

かで指導していくにはどうしても教労の指導をうける必要があることを力説した｡しかし他面,敬

労に入るということはこれまでの｢プロ科｣｢新教｣支局をどとは質がちがうし,いわゆる非合法

組織であるから｢会｣の決議で皆に強制するというわけにもいかない｡それでまず自分だけでも加

入して連絡をとりたいと提案した｡しかしこれについても山元だけが入るというのも問題だし,ま

たそれは山元だけの問題にとどまら覆いから,皆で検討しようということになって, 20日の会議で

結論を出すことに怒った｡

3月20日(日)午前10時都城市外五十市村の母智丘神社で会議が行なわれた｡出席者は山元･小

山･河野･谷口･宮崎である｡都城文芸研にたいする｢会｣としての統一的を方針を明確にすると

いうのが第-の問題であった｡山元は文芸研はできたが現状では中学の先生たちの国文学研究の発

表機関になってしまう傾向がある｡文芸研は全会員の相互的な研究の場でなければならをい｡会の

進むべき方向については我々がヘゲモニーをにざる必要がある,この問題に対して｢会｣としての

どういう方針で活動したらよいかと問題をきり出した.文芸研の小会に｢文新｣をもちこみ,それを

30)津曲と山元の意見の対立は前報告でも,また本文でも触れたが,横山と山元の間にもしばしば論争が起

っているようである｡それがどの程度｢対立的｣であったのかはわから覆い.

31)弾圧の危険と家庭の事情(昭和7年2月20日実父が死亡)からであろうが,種子田は2月23日に阿万宛

に｢研究会との関係を切りたい,自分の立場を解消してくれ.という手紙を出している.この時期には

おそらく健もがこのような動揺を内心にかかえ夜がらそれを克服して運動をすすめていったと思われる.
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手掛りに｢新教｣ ｢プロ科｣の読者を獲得しようという方向については異議は夜かったが,実際に

｢文新｣をどうもちこむのか,あまり公然とやるのはどうか,金海堂書店に｢文新｣を置いてもら

って,こういう新聞をみたが読んだ人はいるかという風に切り出そうをど色々と意見はでたが,ま

とまらなかったようである｡次に前回からの協議事頃であるプロ科同･教労の支部結成問題が山元

から説明･提案された｡ ｢同盟｣加入については決定したが,その再組織の具体的な内容はきまら

夜かった｡名称,役員,組織の構成一会計部とか印刷部をおいてはどうか,また名称とからんで地

域的にどの範囲で考えるか｡日南か,宮崎県か,南九州か,南九州という案に対してそれは鹿児島

を含むことになるが鹿児島にも同志はいるのかをど色々と論議されたようである｡教労加入問題に

ついては山元だけでも加入するということも含めて全員に図る必要があると再度決定が延期された

という｡最後に山元より革命歌の合唱の提案があり全員賛成して｢3*15事件記念の歌｣などをくり

かえし合唱して,午後4時頃会議を終った｡

以上は聴取書の記述にみる議論の大筋の流れであるが,各人によってか怒りくいちがいがありと

くに教労加入問題はあいまいである｡教労加入の有無はこの弾圧における攻防の要点であるわけで,

この点に関する各人の供述内容の真偽はにわかに判断できない｡しかしこの会議の全体としての流

れ, 1月中旬の｢教労版｣配布から山元の問題提起,そして20日の母智丘での革命歌の全員合唱と

いうしめくくりは,この時点で教労の支部結成にふみきったとみるのが結論として自然では濠いか

と感じさせるものがある｡そのようを眼でみると, 20日の会議で｢プロ科同｣支部の名称として議

論されている｢日南｣か｢宮崎｣か｢南九州｣かということは,前報の山元証言にあった｢全協教

労南九州支部｣と附合するのであって, ｢プロ科同｣ではをく｢教労｣結成の決定とその組織構成

等の論議であったとみるべきであろう32)｡この点はもちろん推測にとどまる｡目下のところは山元

証言や各人の聴取書の供述は相互にくいちがい,そのいずれが真であるかを確定でき覆い｡しかし

教労｢成立.か｢成立直前.であったかはともかく,そこまできていた事実33)は明白であった｡そ

してその運動の発展は, 3月21日,この会議の翌日早朝にはじまる一斉検挙によってまさに暴力的

に阻ばまれたのであった｡

32)前報告に紹介した山元証言はそこで示しているようにほとんど具体的な資料のない時期に記憶のみにも

とづいて行なわれている｡今回利用している関係者(本人を含めて)の供述の聴取書は知ら覆いで述べ

られているので,山元証言からそれぞれ供述内容の検討をするという方法(教労結成の事実をどのよう

に隠そうとしているかという観点で読みとる方法)が成立しうると思うのである.

33)横山は,自分は以前から教労に加入すべく準備していた, 3月20日の会議には風邪のため出席できなか

ったが,教労支部結成の決議には従う筈であった,と述べている.

(1976.ll.8)


